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れ
に
せ
よ
、
自
己
の
信
ず
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
従
え
ば
よ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

半
島
と
列
島
の
歴
史
固
有
の
問
題
よ
り
も
、

東
西
の
利
害
が
優
先
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
世
界
史
的
変
化
の
動

因
の
一
つ
は
衛
星
放
送
に
代
表
さ
れ
る
国
境

を
超
え
た
高
度
情
報
化
の
進
行
。
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
時
代
の
到
来
で
あ
る
。
こ
れ
は
半
局
と

列
島
の
聞
の
国
境
に
も
あ
て
は
ま
る
。

分
断
さ
れ
た
半
島
の
人
々
の
生
活
が
、
映

像
や
直
接
訪
れ
た
人
の
言
葉
に
よ
り
明
ら
か

に
な
り
、
既
存
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
判
断
す

る
こ
と
の
誤
り
が
、
日
本
で
生
活
す
る
人
達

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
時
に
、
半
島
誌
と
り
わ
け
韓
国
の
人
達
の

日
本
観
も
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
日
本
の
加
害
性
と
い
う
事
会
穴
に
基
づ

く
厳
し
い
評
価
を
伴
う
認
識
。
冷
戦
構
造
の

崩
媛
は
、
こ
の
よ
う
な
斡
国
の
人
達
の
評
価

を
止
め
る
障
害
を
取
り
去
っ
た
。

列
島
と
半
島
固
有
の
歴
史
に
対
す
る
評
価

の
軸
の
み
が
残
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

1

「朝
鮮
半
島」

と

「韓
半
島」

第
一
の
H

ヒ
ン
ト
u

は
、
テ
ー
マ
の
中
に

あ
る
。
日
本
列
島
に
最
も
近
い
半
島
の
変
化

は
、
そ
の
名
称
に
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

世
界
は
今
、
新
た
な
秩
序
を
求
め
て
、
巨

大
な
変
化
の
中
に
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
世
界
秩
序
を
構
成
し
た
冷
戦
構
造
が
解

体
し
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
欧

米
を
中
心
と
す
る
視
点
。
ア
ジ
ア
は
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
を
始
め
常
に
熱
い
戦
争
の
中
に
あ

っ
た
。
東
欧
と
ソ
ビ
エ
ト
崩
壊
後
の
現
在
も

社
会
主
義
国
は
存
在
す
る
。
そ
の
接
点
と
な

る
北
線
三
八
度
線
を
自
国
の
巾
に
も
ち
、
南

北
に
分
断
さ
れ
た
半
島
国
家
が
、
大
韓
民
国

と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
あ
る
。

こ
の
半
島
に
住
む
人
達
に
と
っ
て
、
東
西

対
立
に
起
因
す
る
悲
劇
と
苦
難
は
、
今
な
お

現
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
は
こ
の
現
実

を
構
成
す
る
独
立
変
数
の
一
つ
、
す
な
わ
ち

当
事
者
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
の

が
、
「
大
韓
民
凶
」
と
「
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
）
」
と
い
う
国
名
の
表

こ
れ
は
公
的
な
国
家
間
の
関
係
に
解
消
で

き
な
い
判
断
軸
。
列
島
と
半
島
で
生
き
る
一

人
ひ
と
り
の
私
的
な
生
活
に
根
ざ
し
た
軸
で

あ
る
。
ま
さ
に
国
境
を
低
く
す
る
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
社
会
ゆ
え
の
厳
し
さ
で
あ
る
。
だ
が
こ

の
次
元
で
の
問
い
こ
そ
、
社
会
の
民
主
化
の

基
盤
で
あ
る
。
こ
の
軸
が
「
朝
鮮
半
島
」
と

い
う
表
現
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
。

ニ
八
月
十
五
日
は
光
復
節

「
朝
鮮
」
と
い
う
名
称
は
、
韓
国
で
は
、

李
氏
朝
鮮
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
用
語
か
、
朝

鮮
日
報
、
朝
鮮
ホ
テ
ル
な
ど
の
特
定
の
固
有

名
詞
に
し
か
使
用
さ
れ
な
い
。
そ
れ
以
外
は

二
つ
の
意
味
で
非
難
の
言
葉
と
な
る
。

一
つ
は
、
「
六

・
二
五
動
乱
」
（
朝
鮮
戦
争

の
こ
と
。
六
月
十
五
H
に
北
が
三
八
度
線
を

超
え
て
攻
め
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
）
に

よ
り
敵
と
な
っ
た
人
達
を
さ
す
言
葉
。

二
つ
は
、
「
B
帝
三
六
年
」
（
日
本
が
支
配

し
た
時
代
を
総
称
す
る
名
称
）
の
苦
難
を
起

因
と
す
る
反
臼
感
情
を
喚
起
す
る
言
議
。
加

え
て
、
こ
の
感
情
に
拍
車
を
か
け
る
の
が
日

記
の
仕
方
。
日
本
が
西
側
に
属
す
る
こ
と
を
、

直
接
反
映
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
表
記
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限

り
、
列
島
と
半
島
で
生
活
す
る
人
々
に
と
っ

て
、
冷
戦
は
現
実
で
あ
り
続
け
る
。
た
だ
し

変
化
は
あ
る
。
そ
の
理
解
の
糸
口
が

「朝
鮮

半
局
」
と
い
う
名
称
に
あ
る
。
朗
自
は
、
隣

国
の
人
達
は
「
斡
半
島
」
と
記
す
こ
と
。

な
ぜ
、
韓
国
と
の
み
国
交
を
結
ぶ
日
本
が

「斡
」
で
は
な
く

「朝
鮮
」
を
「
半
島
」
の

名
称
に
用
い
る
の
か
。

一
応
は
、
地
理
上
の
名
称
で
あ
る
以
上
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
に
伝
統
的
な

「朝
鮮
」
を
用
い
る
、
と
説
明
で
き
る
。

だ
が
、
こ
の
名
称
が
、
東
西
対
立
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
、
半
島
と
列
島
と
の
間

に
あ
る
こ
国
間
の
歴
史
を
反
映
し
た
名
称
だ

と
し
た
ら
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

冷
戦
構
造
が
明
確
に
世
界
認
識
を
規
定
し

て
い
る
時
、
韓
と
朝
鮮
、
い
ず
れ
の
用
語
を

用
い
る
か
の
判
断
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は

な
か
っ
た
。
資
本
主
義
、
社
会
主
義
、
い
ず
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本
人
の
発
音
。
ハ
ン
デ
ル
の
発
音
は

「
チ
ョ

ソ
ン
」
。
「
チ
ョ
ウ
セ
ン
」
と
い
う
日
本
の
発

音
は
、

過
去
の
記
憶
と
重
な
る
。

い
か
に
学
問
的
基
準
で
も
、
そ
れ
を
読
み

聞
く
韓
国
の
人
達
が
抱
く
感
情
（
評
価
）
を

知
る
な
ら
、
無
前
提
に
こ
の
言
葉
を
使
用
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
半
島
の
変
化
の
理
解
は
列

品
の
私
自
・
身
の
世
界
の
理
解
で
も
あ
る
。
こ

れ
が
あ
え
て
H

ヒ
ン
ト
u

と
す
る
周
由
。

そ
し
て
ヒ
ン
ト
第
二
は
、
半
島
の
変
化
の

理
解
の
契
機
は
、
半
島
と
列
島
で
生
活
す
る

人
々
の
間
に
あ
る
認
識
と
評
価
の
ズ
レ
。

そ
の
典
型
が

一
九
四
五
年
八
月

一
五
日
の

位
置
づ
け
で
あ
る
。
日
本
で
は
終
戦
と
い
う

名
の
敗
戦
の
目
。
戦
争
へ
の
反
省
と
平
和
の

貴
さ
を
確
認
し
あ
う
日
で
あ
る
。

だ
が
斡
国
で
は
、
日
本
か
ら
独
立
し
光
が

復
し
た
記
念
の
目
、
す
な
わ
ち
「
光
復
節
」

と
名
付
け
ら
れ
た
独
立
記
念
日
で
あ
る
。

図
l
と
図
2
は
、
私
の
経
験
に
基
づ
き
、

特
国
に
お
け
る
円
本
の
情
報
と
円
本
に
お
け

る
韓
国
の
情
報
を
、
公
的
｜
私
的
、
日
常
的
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ー
非
日
常
的
と
い
う
軸
で
分
類
し
た
も
の
。

韓
国
で
の
日
本
の
情
報
は
、
ー
、

E
、
皿
、

w、
全
て
に
あ
る
。

そ
れ
も
H

反
日
意
識
H

に
結
び
つ
く
情
報
が
多
い
。
だ
が
日
本
で
の

斡
国
の
情
報
・は
極
め
て
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
が
続
く
限
り
、

「日本と笥固における相互の固に関する文化・情報の性絡の差異j
図1 r鈴因。日本」図3「日本の漫画のハングル駅」

公
的
に
相
互
理
解
を
強
調
し
て
も
、
半
島
と

列
島
の
生
活
者
の
私
的
な
世
界
で
の
講
は
深

ま
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
な
状
況
は
、
半
島
の
変
化
を
創
造
す
る

も
う
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

三
韓
国
の
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク

い
く
ら

I 
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私的

三号

図
3
は
、
日
本
の
少
年
ジ
ャ
ン
プ
に
連
載

中
の
人
気
漫
画

「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」
を
ハ
ン

グ
ル
訳
に
翻
訳
す
る
過
程
の
原
稿
。
私
が
韓

国
の
大
元
出
版
社
で
得
た
も
の
。
こ
の
出
版

社
か
ら
毎
週
発
刊
さ
れ
る
漫
画
雑
誌
少
年
チ

ャ
ン
プ
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

図
l
の
皿
と
W
の
示
し
た
よ
う
に
、
現
在

の
斡
国
に
は
日
本
の
様
々
な
若
者
文
化
や
子

ど
も
文
化
が
流
通
し
て
い
る
。
こ
の
現
実
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
過
去
の
歴
史
と
は
異
な
る

新
た
な
相
互
理
解
の
軸
の
誕
生
を
意
味
し
な

い
か
。
私
は
こ
れ
を
、
列
島
と
半
島
の
子
ど

も
と
若
者
が
汗
パ
の
イ
コ

ー
ル
パ

ー
ト
ナ

ー
H

と
し
て
H

共
に
生
き
る
N

た
め
に
、
半

島
と
列
島
の
問
の
新
た
な
変
化
を
創
造
す
る

た
め
の
重
要
な
契
機
、
と
と
ら
え
た
い
。

た
だ
し
、
韓
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
批
判
す
る
怠
見
が
あ
る
こ
と
も
事
実
。
だ

が
私
は
、
「な
ぜ
日
本
で
も
韓
国
で
も
こ
れ

ほ
ど
浸
画
が
子
ど
も
や
若
者
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
の
か
」
と
の
私
の
質
問
に
答
え
て
く
れ

た
少
年
チ
ャ
ン
プ
編
集
部
長
の
設
卿
泰
〈
フ
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ti・上~t~／集英社

ア
ン
ギ
ョ
ン
テ
）
氏
の
次
の
言
葉
を
、
四

つ
自
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
提
示
し
た
い
。

「
湿
画
に
は
作
者
と
読
者
の
聞
に
H

コ
ン

ヨン
dn
ム
ヂ
t

ガ
ム
デ
l
号
－n
ロ
叫
（
共
感
帯
）
H

が
あ
る
か

ら
で
す
。
」

四
共
感
の
帯

（
コ
ン
ガ
ム
デ
l
）

作
者
と
読
者
は
互
い
に
異
質
な
存
在
。
そ

れ
ゆ
え
、
コ
ン
ガ
ム
デ
l

（共
感
帯
）
は、

作
者
と
読
者
が
同

一
の
存
在
に
な
る
こ
と
で

生
じ
る
の
で
は
な
い
。
相
互
に
異
な
る
こ
と

を
認
め
合
い
っ
て
作
品
と
い
う
共
通
の
場

で
、
両
者
が
互
い
に
相
互
の
世
界
を
共
行
し

よ
う
と
す
る
時
に
初
め
て
生
じ
る
。

こ
の
よ
う
な
H

共
威
川
の
帯
（
コ
ン
ガ
ム
デ

l
γ
を
列
島
と
半
島
で
生
活
す
る
人
々
の

間

〈あ
い
だ
）
に
い
か
に
見
山
す
か
。
こ
れ

が
、
日
本
の
社
会
科
教
育
が
、
半
品
の
変
化

を
創
造
す
る
主
体
を
育
成
す
る
た
め
の
最
も

重
要
な
H

ヒ
ン
ト
H

で
あ
る
と
考
え
る
。

〈俗
岡
大
学
教
託
子し
部
助
教
号

- 41一
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b

寸
古
代
国
家
L

を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
・：：：
：
j

i
－－－
－J

J
・－－

本

間

昇

：

・

「
飛
鳥
時
代
L

を
解
ぐ
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
・：：：：
：
：：
j

i
－－
：
：
：
伊
東
冨
士
雄
：
・

ニ

「
奈
良
時
代
」
を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
：
；
：
：
：

j

i
－－・・
：
：
小
山
茂
喜
：
・
一間

寸
平
安
時
代
L

を
解
〈
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
：
Ei

－－：：：：：：：

・・：
；
松

田

孝

：

・

一七

寸
武
家
政
治
」
を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
－
j
i
－－：：－
J

J

・－：
：
平

光

雄

：

・

，U

1

戦
国
時
代
L

を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
・・：
j

i
－－：
j
i
－－：
・：
小

宮

隆

：
・
二

「
江
戸
時
代
L

を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
：
：
：
：：

j
i－－
j
i
－
－
－
－
小
林
修
：
・
．〆

1

明
治
時
代
L

を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
1
・j
i－－：・：
J

J
・
－
：
：
：
村
井
俊
之
・：

λ

「大
正
時
代
L

を
解
〈
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
・
：
：
j
i
－－・：
j

i
－
－
：
：
竹
川
訓
由
：
・

宍

「
現
代
」
を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
・

：
・
：
：
：
：
：
・
：

j

i
－－
：
：
本
田
芳
孝
・：

詰

日
間

m
M
m働
問
開
闘
関
剛
閣
倒
樹
附
閣
川
閣
閣
倒
閣
附
悶
附
閣
川
ハ

「
朝
鮮
半
島
し
を
解
く
迫
力
あ
る
、
不
タ
は
こ
れ
だ
！
：
：
：
：
：

j
i－
－
：
馬
居

「
中
国
」
を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！
：

j
・：：

j
i－
－
：
：
・
：
柳
原

「
東
南
戸
ジ
ア
L

を
解
く
迫
力
あ
る
ネ
タ
は
こ
れ
だ
！

：
：
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